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１ 協議事項（加東市民病院経営健全化基本計画進捗状況）の説明（事務局） 

（質疑応答） 

委員長 今回の新型コロナウイルス感染症対策で、加東市民病院の皆さんが献身的な努

力をなされていることに敬意と感謝の意を表します。 

新型コロナウイルス感染症における外来診療などの受入れ停止は、今後の医業収益

に大きく影響すると思われます。ただ、令和元年度の経営状況は、全体的に堅調で、

ひところの危機的な状況は脱しつつあります。 

病院事業については、外来患者数は目標を下回りましたが、全体的に好調です。介

護老人保健施設事業はやや不調のように見えますが、訪問看護事業はかなりの収益増

になりました。 

各種の指標から、加東市民病院が、市民のホームホスピタルとして機能している様

子がうかがえます。今後の取り組みに期待します。 

委員 現在のところ病院一丸となってよく頑張っていると思います。しかし、平成３０

年度まで目に見えて改善していたが、令和元年度になってその勢いが鈍化していると

思います。 

  医師、看護師等の人員配置も目標に近付き、あとは外来患者を如何にして増加する

かを考えることだと思います。入院は目標を達成しているが、これに甘んじることな

く、なお一層の努力を期待します。外来患者の増加は、開業医からの紹介と救急患者

の受入れだと思います。紹介に関しては前年度より減少しています。救急患者は増加

しています。内科医師の対応の結果だと思います。今後ともよろしくお願いしたいと

思います。手術件数が減少していることが気になるので、何か対策を考えてください。

  病院事業の今年度決算見込みは、特別利益の繰入額の減少した分が赤字につながっ

ています。介護老人保健施設については、入所利用者を確保することだと思います。

入所利用率の向上に力を入れてください。 



訪問看護については、頑張って訪問看護利用者数の増加により収益がかなり増加し

ています。反面、給与費が増加して収益を圧迫しています。早く人件費率が下がるこ

とを期待します。 

委員 令和元年度の決算見込みでは、経常利益が目標値に比べて、病院事業においては

８８,６６５千円の増、介護老人保健施設事業においては２９,２９０千円の減、訪問

看護事業においては、５,３２６千円の減となり、全体では５４,０４９千円の増と

なったことは、年度末に新型コロナウイルス感染症により、外来診療や新規入院に多

大な影響があったにもかかわらず、評価できると思います。 

  細かく見てみると、病院事業では、救急医療の体制を整備し、多くの消化器内科の

患者を受入れ、特に加東市の患者が増えたことで地域医療に貢献できたこと、また、

地域包括ケア病棟の入院収益が高く保てたことは、高齢者医療に加東市民病院が役割

を果たせたことになり、これらは大いに評価できます。対して、残念に思ったことは、

紹介患者数が減り、特に加東市内の医療機関からの紹介患者数が減少したことや外来

収益が目標値より２割減少したことなどが挙げられます。 

  介護老人保健施設事業では、ケアホームかとうの入所利用率、通所利用率の低下に

より、前々年、前年、当年と介護老人保健施設収益が減少してきています。ケアマネー

ジャーとの連携を密にし、理学療法士等のリハビリ体制を整えるなど一層の収益の確

保に努めていただきたい。 

  訪問看護事業では、訪問看護師１人当たり平均利用者数が年々改善しているところ

は評価しますが、まだ介護収益の額より給与費の額が上回っていますので、一層登録

者を増やし、利用率の向上を目指してほしいと思います。 

  最後に、本年度は人件費と減価償却費の増を医療介護収益でカバーしきれていない

ところがあります。加東市民病院の特色の「患者さんに親切で優しい病院」を目指し、

全員で努力して特別収益に計上している基準外補助金が少しでも減るよう頑張りま

しょう。 

委員 今年は、新型コロナウイルスの感染が市民病院より発生したことにより、入院、

外来患者の受入れを一時中止し、感染拡大もなく関係者の皆様の努力に感謝します。

病院経営の計画進捗状況については、現状の取り組みで間違いないと思います。地

域包括ケア病棟は収益増になっており、介護老人保健施設事業入所者が減少していま

す。これからはコロナ禍により対応に変化が出るかもしれないが、高齢者を中心とし

た取り組みが必要と思います。また、内科医の夜間、休日の待機診療は住民が安心で

き、大変ありがたいです。今後もよろしくお願いします。 

病院事業の令和元年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、入院者患者数、

外来患者数が減少したが、収益は増加しています。収益は診療単価の増加が要因と記

されていますがそうですか。 

事務局 医業収益については、前年度に比べ、入院収益が増加し、外来収益は減少して

います。入院収益は増加している要因は、入院診療単価の増加によるものです。それ

に加えて、一般会計負担金の項目追加による繰入金が増加していることも、医業収益

増収の一因となっています。 

委員 整形外科の手術件数の減少は超音波骨折治療法とのことですが。手術とどのよう

に違いますか。また、診療費は増加するのですか。 

事務局 超音波骨折治療法とは、骨折の手術を行った後に、骨折部に超音波を当てるこ

とで骨折の治癒を促進するものです。股関節などの骨折の手術後に行われる治療法

で、治療を行えば診療費は増えます。 

委員 介護老人保健施設事業の利用者の減少により、収益減少とありますが、なぜ減少

したと思われますか。利用者の増加につなげる方策は、何かありますか。 




